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事業レポート

恒例の昭和区区民まつり、台風接近でやむなく中止となった昨年のうっぷんを晴らすかのように、今年は10月28日

（日）に秋晴れの空の下、盛大に開催されました。

公会堂は工事休館中ですが、今回もアウトリーチ型地域貢献事業として「普選記念壇ステージ」の運営を行いました。

今年もメインステージで開会式が行われ、引き続き

10時40分から普選記念壇ステージがスタート。出

演したのはご覧のような、昭和区内で活動する学校

や教室、サークルなど全部で９団体です。



オープニングは元気いっぱい、笑顔いっぱいのキッ

ズダンスの子どもたちが熱演。２団体で総勢60人

以上がステージの上で練習の成果を披露しました。

鶴舞公園の隣にある北山中学校吹奏楽部の皆さんが

今年も参加。創部して間もないのですが、徐々に部

員数が増えてきたということです。

続いて初参加の名古屋工業大学アカペラサークルの

皆さん。前のステージとは打って変わって、大人の

雰囲気でしっとりと歌い上げました。



客席の様子です。赤ちゃん連れから年配の方まで、

多くのお客さまが熱心にステージをご覧になってい

ます。公会堂が来年４月に改修工事が終わって再開

館することをアナウンスでお知らせしました。

昭和文化小劇場で活動する市民公募のミュージカル

劇団が初めて参加。すでにミュージカルの本公演も

経験しているので、舞台度胸は十分です。

ヒップホップ全盛の世の中で、オリジナルの振付で

毎年独自の世界観を表現している南山大学のダンス

パフォーマンス。毎回工夫を凝らしている衣装にも

注目です。



今回初参加のバトントワリング。大会上位を目指し

て日頃から練習しているだけあって、客席が息を呑

むようなレベルの高い演技を次々と見せてくれまし

た。

最後に演奏した名工大吹奏楽部のアンコール曲に、ナゴヤゴールデントワラーズの皆さんが加わって、賑やかに華や

かに、今年の普選記念壇ステージのフィナーレを飾りました。今年は時間の関係で、例年のようにゲストアーティス

トのステージを組めなかったのですが、客席も大満足のフィナーレでした。

この後、メインステージで閉会式が行われ、今年の昭和区区民まつりも無事に終了しました。来年はいよいよ、４月

に公会堂が再開館します。そして10月にはまた、区民まつりでこの普選記念壇ステージを運営します。来年もお会い

できることを、楽しみにしています！


